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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で下落しました。週前半は、円高の進行が投資
家心理を冷やし下落しました。週央に円高の一服
により前日比で上昇したものの、2日（木）に1米
ドル＝112円台まで円高が進行すると、終値では7
営業日ぶりに19,000円を下回りました。週末は主
要企業の決算を受けて業績が堅調な銘柄が買われ
たものの、1月の米雇用統計の発表を控えて様子
見ムードも強く前日比で小幅な上昇にとどまりま
した。（週末引け値：18,918.20円）

 週間では、日経平均株価は2.82％の下落､東証株価
指数は2.21％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年1月30日～2月3日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、週前半は、
日銀の長期債買い入れオペの運営方針に対する不透
明感などから、積極的な買いは控えられました。2
日（木）に財務省が実施した10年債入札が低調な結
果となり、需給の緩みを懸念した売りが強まりまし
た（利回りは上昇） 。週末は、日銀が金利上昇にけ
ん制姿勢を示したことから買いが膨らみ、一時
0.090％まで急低下したものの、週間では前週末比
で上昇となりました。（週末引け値：0.100％）

 週間では、10年国債金利は0.016％の上昇となりま
した。

（審査確認番号H28-TB295）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、週初はトラン
プ大統領の保護主義的な政策への懸念が高まり、幅
広いセクターで下落しました。週央は堅調な米経済
指標を受けて買われたものの、発表された米連邦公
開市場委員会（ＦＯＭＣ）の声明文が市場予想の範
囲内であったことから上げ幅は限定的となりました。
週末は、ドッド・フランク法（金融規制改革法）の
見直しに向けた大統領令にトランプ氏が署名すると
伝わると、金融セクターを中心に幅広い銘柄が前日
比で上昇しました。（週末引け値：20,071.46ド
ル）

 週間ではNYダウは0.11％の下落となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、週前半は、前週末に公表
された昨年10－12月期の米ＧＤＰ速報値が市場予
想を下回ったことや、トランプ政権による入国規制
措置への警戒感が強まり、リスク回避を目的とした
円買い米ドル売りが優勢となりました。ＦＯＭＣの
結果を控え、週央は持ち高調整目的の円売り米ドル
買いが優勢となったものの、声明で3月以降の利上
げに関する踏み込んだ表現がなく、日米金利差の拡
大観測が後退したことから、円買い米ドル売りが優
勢になり上昇しました。（週末引け値：112円55
銭～65銭）

 週間では米ドル/円は2.16％の円高、ユーロ/円は
1.37％の円高となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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